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はじめに
浙江省の省都である杭州は江南の風景を象徴する都市の一つとして知られている。たとえば杭州の刺史をつとめた唐の白
居易は「余杭形勝」詩において「余杭の景勝は四方に無し、州は青山に
傍そ
い県は湖に
枕のぞ
む」と都市と湖が一帯となった景
観を詠っている（余杭は杭州のこと） 。杭州は杭嘉湖平野の南端に位置し、都市の東南を杭州湾へと通じる銭塘江が流れる。市街のすぐ西側にある湖を西湖といい都市の生活と密接不可分な関係にある。
杭州は秦代に銭塘県が設置されることで歴史に登場する。隋代には南北を貫く大運河の終着点として、銭塘江を挟んで寧
波へと至る浙東運河と連絡す 交通の要衝となる。唐代になって飲用水の確保など生活環境が整備されることによって発展をはじめ、主要な都市とし の地位を占めるこ となる。続く五代十国の時代には呉越国の首都となった。南宋時代にも事実上の首都となり、各地から人や物が集まることで繁栄を極めた。明清時代も絹織物、茶の 産などで発展し、蘇 並んで江南の繁華な様を象徴する大都市となった。清末以降、上海の隆盛 よ 相対的に地位が低下したが、現在でも産業・観光の面から中国を代表す 有力な の一つとなっている。また二〇一一年には「杭州西湖文化景観」がユネスコの世界
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遺産に登録された。評価の理由は単に自然景観が美しいというだけではない。過去一千年以上にわたって、様々な来訪者が足跡を残し常に人の手が加えられてきたという文化の積み重ねによる部分が大きい。
交通の要衝に位置した都市でありながら、美しい湖と隣あっている杭州に対する評価は、唐代に主要な都市としての地位
を確立して以来基本的 現代に至るまで変わるこ はなく、古来より多くの文人墨客が訪れてきた。彼らの主な関心は西湖やその周囲の山々、またそこに点在す 寺廟にあっ 。そしてそれらをめぐって作られた詩詞や紀行文である「遊記」をじめとする散文などの作品も数多く残されてい
る（１）
。
西湖の景勝が多く描かれる一方で、旅の拠点となったはずの都市の様子や、来訪者たちがどのようにして訪れどこに滞在
したのかといった旅の具体的な手段 ついて 記述は少なく、 っきりと分からない点が多い。城内につ てのまとまった記述には、元代に南宋 都・臨安 繁栄を懐かしんで書かれた『夢粱録』をはじめとした幾篇か 品がある。ただそれ以降は明清を通じて都市についての総合的な記述はほと ど残さ ておらず、詳しく知ることが難しい。また南宋の臨安についての記事が相対的に豊富な分、後 時代 杭州城内 ついての記事 あっても同時代の情報ではなく臨安について 記事からの引用となる場合が多
い（２）
。
杭州への旅の詳細な姿を知るための手 かりの一つとして、日記や日記の形式で書かれた遊記を挙げることができる。日
記形式の遊記（以下、 「日記体遊記」 称する）は、作者がその時にその場にいて、実際に見たり聞いたり 事柄を記録するという文体を採る。遊 の作者 いつ、どこで、何をしたのか、と うことを事実の積み重ねと て具体的に知ることができ のであ
る（３）
。作者の視線が西湖に向いていることは多くの詩文と変わりないが、日記体遊記からは旅行者についての、
他の文体では知り得ない情報を得る 可能となる。
中国の日記文学に関するまとまった研究として戦時中に出版された、玉井幸助の『日記文学概説』 （第一篇「支那の日
記（４）
」 ）がある。 「日記」という言葉の出典や使われ方の変遷、中国における日記文学の歴史がまとめられている。さらに、約
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五百五十作品の分類もなされており、非常に参考になる。中国では日記作品の研究家、陳左高による『中国日記史
略（５）
』 、 「歴
代日記叢
談（６）
」が代表的な研究としてあげられる。
杭州について記述のある日記体遊記には、旅の通過点の一つとして描くものと杭州や西湖を目的地とするものとがあるが、
杭州を目的地とする作品は明代後期から次々と書かれはじめる。また明代には日本の僧侶や李氏朝鮮の士大夫が朝貢使節や漂流者として杭州を訪れた日記体遊記が残っており、そ ら外国人の記録との比較もすることができる。清代の場合は末期に社会情勢の変化に伴い外国人が多く来訪するまで、杭州に外国人が訪れ を残すことはほとんどなかった。そこで本論では、明代に書かれた に関わる遊 ・日 体遊記を通して旅の様相について見て行きたい。
杭州に関する資料をまとめた叢書に『武林掌故叢
編（７）
』がある。清末の丁丙によって編纂され、宋代から清代にかけての地
方志・寺観志や詩集・遊記などが収集さ ている。本論では主に『武林掌故叢編』に収録されている遊記を中心に考察を進めていく。また、同じく丁丙によって編纂 『武林坊巷志』八十
巻（８）
は杭州城内についての資料を網羅的に集めている。
南宋のみならず清末に至るまでの 事も多く、明清の都市の様子を探る上で欠くことができな 。丁丙は銭塘（杭州）の人で蔵書家として知られており、太平天国の乱 よって杭州にあった文瀾閣の四庫全 が散佚した際には兄の丁申と もに再収集して復原した。また、丁丙は出版事業 と まらず清末杭州の復興と発展にも寄与した。都市内の地名については、南宋以来の名称を現在まで継承し いる場所も少なくなく、 「浙江省城図」など清末以降に作られた地図と対照することによって多くは確認するこ が きる。
また、西湖に関する戯曲・小説から地志・寺廟志まで多様な資料を集めた叢書に『西湖文献集
成（９）
』がある。単行の研究書
としては、旅行との関わりで西湖を中心と 論じたものに大室幹雄『西湖案内
―
中国庭園論序
説
）（（
（
』がある。中国では近年、
古代から現代までの杭州におけ 旅行史についてまとめ 張建融『杭州旅游
史
）（（
（
』が出版された。江南を中心とした明末の旅
行史について扱ったも に 魏向東『晩明旅遊地理研究（一五六七
―
一六四四）
―
以江南地区為中
心
）（（
（
』があり、参考になる。
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二．明代までの日記体遊記と杭州
はじめに明代までの遊記作品の流れについて杭州との関わりを中心にみていきたい。中国文学史において旅の記録、ある
いは旅先での名勝について記録した紀行文、 「遊記」は南北朝時代にはじま
る
）（（
（
。遊記は主に山水を対象として描かれること
から「山水遊記」ともいわれる。劉宋・謝霊運の 居名山志」 、 「遊名山志」などが早い例であるとされる。これらはいずれも佚文であるが浙江省の山水が対象となる。その後 唐代の柳宗元による「永州八記」によって、山水遊記の文体は確立する。宋代以降も欧陽修の「酔翁亭記」 、蘇軾の「記承天寺夜 」を じめ数多くの作品が作られて く。杭州や西湖を主題とした遊記で古い のには、霊隠寺の冷泉亭についての散 である唐・白居易の 冷泉亭記 、西湖の西側の山中にある龍井亭を訪れた北宋・秦観 「龍井題 記」 、銭塘江を逆流する海潮について記した南宋・周密の「観潮」などがある。明代では袁宏道『西湖 述』や張岱『西湖夢尋』などが代表的なも として挙げられる。これらの山水遊 は一つ一つの景観や旧跡を主題として取り上げ、作者がある地点を訪れたその時の様子につい 、描写の主体を選択し文章全体の構成を工夫して描き上げている。時には歴 の詩詞や地方志などの文献を典拠として示しながら来歴や環境などについても説明をしく。また、一篇の作品の 間軸は数時間から長くても一日単位となる。
陳左高によると中国における日記の起源には三つの説があるとい
う
）（（
（
。第一は前漢説。陸賈、蘇武、張騫らが南越、匈奴、
西域などに使節として赴いた際 記録を日記 嚆矢とす 。ただしこれら 資料はすでに散佚しており確証はない。第二は後漢説。馬第伯「封禅儀
記
）（（
（
」に光武帝の封禅の儀式に従って、泰山に登った際の日にちごとの記録が断片的に残されている。
この作品は日時や里程の情報などすでに日 の基本的な体裁を備え いるが残念ながら一部分しか残っていない。第三は唐代説。李翺の『来南録』に憲宗の元和四年（八〇八） 、 都の長安から嶺南へ 六ヶ月 旅程が日 体によっ 録されている全体の分量はおおよそ八百四十文字と多くな 。従って記述の内容も簡略であるが、首尾が整っている。よって多くの論者
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は『来南録』が中国の日記としては最古のものであるとしてい
る
）（（
（
。 『歴代日記叢談』においても『来南録』が一番目に紹介
されている。『来南録』は洛陽から嶺南までの行程が記されており、その中で杭州も通過している。注意したいのは、全体的な記述は簡略とはいえ杭州や蘇州を通過した際には著名な史跡や風景に関する描写もみられる点である。
（二月）戊子、杭州に到る。己丑、武林の山（原注：すなわち霊隱寺、天竺寺）に登る。曲波に臨んで輪
を観る（文
義不詳） 、石橋を登り、高亭に宿をとる。朝、西湖、孤山や銭塘江を望む。竹道を通り新堂に登り、群峰を眺望する。松風を聞いていると、霊山の猿の鳴き声や、山童たちが聞き取れない言葉で学ぶ声が聞こえてきた。癸巳、 （銭塘江の）波を乗り越え潮流に逆らって富春に到る。戊子、至杭州。己丑、如武林之山（原注：即霊隱天竺寺） 、臨曲波觀輪
、登石橋、宿高亭。晨望平湖孤山江濤、窮竹道、
上新堂、周眺群峰、听松風 召霊山永吟叫 、山童学反舌声。癸巳、駕濤江逆波至富春。
六朝以来の古刹である霊隱寺など西湖の西側の山中の描写や、そこから眺める西湖の姿などは後代の遊記文学にもしばしば描かれている。また、猿の鳴き声は霊隱寺を開いたインド出身の高僧、慧理和尚の飼っていた黒白二匹 猿についての典故を踏まえている。霊隱寺を読んだ唐詩にも猿は多くあらわれる。
北宋になると日記が多く書かれるようになる。現在残っている作品としては欧陽修『于役志』 、黄庭堅『宜州乙酉家乗』
などが挙げられる。南宋に入ると遊記文学の新たな発展 形として数日から数ヶ月まで長期にわたる旅の全体を日記体で録し、なおかつ紀行文学として 鑑賞に値するものがあらわれる。その代表となるのは陸游の『入蜀記』と范成大の『呉船録』である。たとえば『入蜀記』は訪れ 先の景観を遊記として鑑賞できるような形でまとめたり、訪れ 土地と関わる詩を載せたりす ど、備忘録的な 録ではなく全編を通しての通読を可能 い 作者 陸游（一一二五～一二〇九）は字は務観、号は放翁。山陰（今の浙江省紹興）の人。記録は孝宗の乾道六年（一一七〇
) 閏五月十八日から十月二十七日
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まで。郷里の山陰県（紹興）から杭州などを経て長江を遡り、
夔
州（今の四川省奉節）までの旅程を記録した。
陸游は故郷の山陰から出発し、閏五月二十日に銭塘江を渡って南宋の都であった臨安（杭州の南宋時の名称）に到り、六
月一日まで滞在した。杭州では兄の家に滞在して西湖をめぐったほか知人らとの交流を重ねた。以下、 『入蜀記』の訳は岩城秀夫（東洋文
庫
）（（
（
）のものを引用する。
二十一日。三兄を訪ねる。二十 日より二十四日まで、いずれも兄の家に逗留。二十八日。仲高と連れ立って闇門を出、小舟を雇って西湖に浮び、長橋寺まで行く。わたしは八年もの間臨安に来なかったのだが、湖のほ りの庭園の竹林樹木は、みな年を経て鬱蒼と茂り、柳は高く天にもとどかんばかりである。寺院は増築されているけれども、旧友たちのおおく 四散してしまっている。身分が貴くなってしまって、会うことのできない人もあり、大そう慨嘆したことである。二十一日。省三兄。二十 日至二十四日、皆留兄家二十八日。同仲高出闇門 買小舟汎西湖、至長橋寺。予不至臨安八年矣、湖上園苑竹樹、皆老蒼、高柳造 。僧寺益葺而旧交多已散去、或貴不復相通 為之絶嘆。
二十八日の日記では西湖での舟めぐりや、寺院への参観といった杭州での行楽の様子が書かれているが情景描写そのものは詳細ではない。ただ、久しぶりに杭州を訪れた陸游はかつての風景との比較から、時の流れの無常を慨嘆する心情を表している。また二十一日から二十四日までのように、兄の家に滞在してそこで特に大きな出来事が起きていな 場合は記述も簡略であ
宋代に発展した日記の著作は元代になると減少した。陳左高『中国日記史
略
）（（
（
』には「日記という文体は唐にはじまり宋に
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盛んになる。それと比べると、元代はわずか九十年の歴史のなかで、日記作品で残っているものは少なくなり、佳作は更に少ない」 （
日记一体，始于唐而盛于宋，相形之下，元代仅九十年历史，日记作品留存较少，佳作更为少见。
）と述べられてい
る。
ただし杭州に限っていうならば元代に衰退したという指摘はあたらない。杭州滞在の詳細な記録がある郭
畀
（郭天錫）の
『雲山日記』が残されているためである。作者の郭
畀
は字を天錫といい、号は雲山。丹徒（今の江蘇省鎮江）の人。書画に
すぐれていた。 『雲山日記』の中から清の厲鶚がおおよそ二ヶ月間にわたる杭州への旅と杭州滞在中の箇所を抄録し、 『客杭日
記
）（（
（
』として編纂したことで世の中に知られるようになった。江戸時代に日本でも和刻本が刊刻された（文化丁卯（四年） 、
平安百俊徳（百々俊徳）の序） 。 『客杭日記』は至大元年（一三〇八） 、九月一日から十一月四日までの記録である。杭州に関してこれほど長期にわ って連続して書かれた日記 明の万暦年間の馮夢禎『快雪堂 記』に到るまで見られない。郭
畀
は行政の中心地である杭州へ役職を得るための「就職活動」のために訪れている。日記中でも官署での胥吏との折衝や知人たちとの交友が頻繁に書か 、元代の杭州を知るための貴重な記録となっている。また風景描写に優れ作者の心情についても触れられており、遊記文学とし も価値 あ 作品となっている。
（九月）二十二日、四更（午前二時頃） 、杭州に到る。城外の霜月は天に満ち寒気が身にしみる。北関門の接待寺で鐘が鳴るのを待ち、舟を換えて杭州城に入る。明け方潘伯起が私を送ってくれて、施水坊橋の梳頭の沈待詔の楼閣で休んだ。思いがけず、金壇の尹子源が同じ所に泊まっているのに出会った。廿二日、四更、到杭州。城外霜月満天寒気逼人、候北関門接待寺鐘動、換舟入城。拂明潘伯起送予、歇于施水坊橋梳頭沈待詔之楼 遇金壇尹子源同寓。（十月）二十日晴。杭州に滞在。呉山に登る。城隍廟の壁画の二鬼が大変素晴らしかった。振り返って門前に建つと、
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左には西湖が右には銭塘江が望めた。杭州城の人家もみな足下にある。（十月）二十日晴 　客杭。登呉山、城隍廟壁画二鬼頗得、回立門首、左顧西湖、右観大江、杭郡人家皆在足下。
また日記体ではないが、元代に中国を訪れた旅行家マルコ・ポーロの『東方見聞
録
）（（
（
』も泉州に向かう旅の途上で杭州を訪
れている。元によって滅ぼされた南宋の都であった「キンザイ」 （ 「行在。南宋は名目的には杭州を臨時の首都としていた）の繁華な様子を紙幅を割いて書き残している。
……上記の主要十街区には、どこも高楼が櫛比している。高楼の階下は店舗に っていて、そこでは各種の手芸工作が営まれたり、あるいは香料。真珠・宝石など各種の商品が売られている。米と香料で醸造した酒のみを専門にうる店もある。この種の高級店舗では品物が常に新鮮でかつ安価である。
また、西湖の様子については次のように記されている。
キンザイ市の南側には周回三十マイルたっぷりの 水がある。湖水を取り囲んだその周辺には、貴人・富豪たちの華麗な殿宇・邸宅が数多く建ち並んでいるが、それらはいずれも輪奐の美を競 豪奢を誇るも である。このほか偶像教寺院・道観が多数そ 間に伍している。
ヴェニスの人であるマルコ・ポーロは杭州城の整備された運河や石橋、大きな官庁や店舗など都市内部の繁華な様子に関心を寄せていた。西湖とその周辺についても都市の住民の優雅な生活を示すものとして記述されている。その一方で中国の日記体遊記ではほぼ必ず触れられている、霊隱寺、天竺寺など西湖の西側の山中にある寺院については、マルコ・ポーロの関心の対象外であったようで具体的な記述はな 。これは中国の遊記作品の関心が「山水遊記」という呼称が示すように多くが自然の風景に寄せられており、都市内の街の様子を殆ど描か いことと対照 なしてい 。また、日本の戦国時代 遣明使節として杭州 訪れた策彦周良によ 日記体遊記『策彦入明
記
）（（
（
』は、中国の山水遊記と同じ様に西湖はもちろんのこと、
周囲の著名な寺院への関心を示す一方で城内の様子についても店舗や看板 を詳細に記録している。中国の伝統的 山水
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文学観と外国人としての繁華な市街に対する興味の双方を兼ね備えているといえるだろ
う
）（（
（
。
三．明代の日記体遊記
明代になると前朝と比べて日記を書く人や読む人がますます増えてゆき、日記作品は質量ともに増大する。万暦年間の状
況について『中国日記史略』では次のように概観している。
「この時期、遊記日記を執筆するものが続々と現れる。長編のものもあるし、短編のものもある。毎日一千言、あるいは数千言といった大量の文章を記すものもあるし、 『世説新語』のように、わずか数十文字で、筆に任せて書き上げて、簡約で整ったものもある。ただ特徴の一つに、往々にして小品的な傾向をそなえているものがある」 （
这一时期，记游
日记的作者辈出，有长编，也有短篇；有每日下笔千言，或数千言，做大块文章，也有像《世说新语》那样，寥寥数十字，信笔写来，出之以简赅，但特征之一，往往带有小品的趋向
） 。
杭州の場合には、明末、嘉靖年間以降に杭州を目的地とする日記体遊記が連続して現れるようになる。以下、 『武林掌故叢編』所収 明代の日記体遊記について概略する。三．一 　王穉登『客越志略』『客越志
略
）（（
（
』は『客越志』の杭州関連部分のみを節略したもの。 『客越志』は住まいのある蘇州を出発地点とし、杭州、紹
興、慈渓、寧波と浙江をめぐる日記体遊記で 四十五年（一五六六）五月十二日から六月十五日まで記録されている。そのうち杭州滞在は五月十七日から五月二十四日、および六月十一日、十二日と記述の中心を占める。
作者は王穉登（一五三五
～
一六一二） 。長洲（今の江蘇省蘇州）の人。字は伯穀、玉遮山人などと号した。著作に『呉郡
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丹青志』 『奕史』 『虎苑』などがある。 『明史』巻二百八十八の列伝に「嘉慶、隆慶、万暦年間、布衣や山人で詩で有名な者は十数人いた。
俞
允文、王叔承、沈明臣らは特に世間から重んじられていた。しかしながら名声の赫々たるものとしては、
王穉登が最高であった」 （嘉隆万暦間、布衣、山人以詩名者十数、
俞
允文、王叔承、沈明臣輩尤為世所称、然声華烜赫、穉
登為最）とあるように、無官でありながら詩文をよくした山人の一人として著名だっ
た
）（（
（
。山人とは井上充幸によれば、 「明
末の文人の趣味生活に深く関わったのが、詩文を作し書画を書くという、いわば文化的技能をもって、各地の大官・名士・富家のもとに出入りす 者た
ち
）（（
（
」をいい、この時代に多く登場した。
『客越志略』の大まかな路程は次の通りである。五月十三日に蘇州城の西にある城門金昌門（
閶
門）から出発して、十五
日に嘉興を経由して崇德県城外に停泊する。十四日は記載がない。十六日に杭州の北に位置する運河上の関所、北新関に到着、翌日杭州城内へ入り、八字橋の近くの旅館に宿泊する。十八日は西湖の北、北山ルートを探索。十九日は南側の南山ルートを探索。二十三日に城内 ある景勝地、呉山を遊覧する。杭州滞在 二 四 まで。その後銭塘江を渡って紹興、慈渓を経由して寧波 到り、六月十一日に杭州に戻る。十二日に杭州を離れ、十五日に蘇州 戻る。王穉登は著名な文人 ふさわしく様々な人々と交流を求められ、詩 や とりをしている。旅の中で作った詩は「附録詩」として巻末にまとめられている。
杭州に関する日記体遊記として早い時期の作品であるが、 『歴代日記叢談』を参照する限りでは明代の日記としても比較
的早期のものに属す。なお、他に杭州や西湖の遊覧を主題とした早い時期の日記体遊 には 嘉靖二十年（一五四一）に書かれた王立道の「遊西湖日月記」がある。杭州滞在の期間は十月八日から 月十三日までと比較的短い。三．二 　高攀龍『武林遊記』『武林遊
記
）（（
（
』は万暦八年（一五八〇）八月一日から八月二十六日までの記録。作者は高攀龍（一五六二～一六二六） 。字
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は存之、又は雲従、号は景逸。無錫（今の江蘇省無錫）の人。万暦十七年の進士。 『明史』巻二百四十三に列伝がある。顧憲成とともに無錫の東林書院で講学をおこない、海内の士大夫から「高顧」と称された。当時権勢のあった宦官の魏忠賢によって東林党の士人 迫害を受け、高攀龍も自ら池に身を投げて命を絶った。崇禎年間に忠憲と諡された。著作に『高子遺書』十二卷などがある。
主な路程は次の通り。八月一日に蘇州の
閶
門から旅を開始する。五日に平湖（今の浙江省平湖）に到る。高攀龍は平湖に
いる知人に会うため杭州へ 直通ルートはとらなかった。その後 いままで海を見たことがないので海を見たいという理由で杭州湾に面した都市、乍浦に向かう。そこから平湖に戻り、嘉興を経由し、九日に崇德に宿泊する。十日に塘棲を経て、十一日に杭州 到着する。そのまま西湖の北側の湖畔に位置する昭慶寺に宿をとり、蘇堤など西湖を遊覧する 十五日、 「西湖の周りはもう歩き回っ ので （西湖の西の）南山北山を目指すことにする」 （湖境已渉、遂屈指南北山）と、霊隱寺や天竺寺などに足をのばす。十六日、城内にある景勝地、呉山に向かう。この日はじめて都市 なか 入ったか 十七日は雨のため外出できなかった。十八日は銭塘江沿いに建つ六和塔を訪れ、銭塘江の逆流を見ようとする。十九日に帰る準備をはじめ、書肆を訪れるため涌金門から城内に入る。二十五日に蘇州に到着する。
公務や大きな用事があるための移動と異なり、杭州へ向かう途次海を見るために寄り道をするなどかなり自由な旅となっ
ている。杭州での観光は西湖周辺からはじまり、次に南山北山、続いて城内の呉山、銭塘江 典型的なコースをたどっている。この順序は西湖を対象とする地志、 『西湖遊覧志』の配列（孤山に じまり に終わる）とほぼ同一 ある。三．三 　王紹伝（王弘誨） 『西泠遊記』『西泠遊
記
）（（
（
』は万暦二十年（一五九二）十月十二日（？）から十一月四日までの記録。作者は王弘
誨
）（（
（
（一五四二～一六一
五） 。字は紹伝、号は忠銘。瓊州定安県（今 海南省定安）の 。嘉靖四十四年 一五六五 の進士。朝廷で実録の編纂な
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ど修史事業に長く携わったほか、故郷の海南島に書院を開くなどの教育普及に尽力した。南京礼部尚書を務めるなどして南京にも長く滞在しており、 『西泠遊記は』その頃の作品と思われる。嘉靖、隆慶、万暦の三代に使えたことから「三朝の碩士、一代の偉人」と称された。著作に『来鶴軒集』 『天池草』 『呉越遊記』などがある。なお『武林掌故叢編』では撰者名を字を以て「王紹伝」としている。
主な路程は次の通り。遊記は嘉興からはじまり、皂林、崇德を経由して十六日（壬寅）に塘棲に到着、その後北関門から
徳勝壩まで到る。ここまでは船旅となる。十九日（乙巳）に徳勝壩から上陸し、杭州城内には入らず西湖の北側にある昭慶寺に宿をとり、その後西湖の南側の浄慈寺に宿泊先を変える。二十日（丙午）浄慈寺を拠点に蘇堤、岳飛廟、孤山など西湖を周遊する。二十三日（己酉）から西 山あい ある霊隱寺や天竺寺などの古刹をめぐる。二十九日（癸卯）夜に雪が降りしばらく外出できなくなる。十一月三日（己未） 、法相寺など西湖の南 山あいを探索し夜遅くに帰る。十一月四日（庚申） 、最後に茶の産地として名高い龍井を訪れ、杭州を離れる（南京に戻ったか 。
巻末に、 「旅行を終え南京に帰ると、太鼓の音でせき立てられるかのように急いで、燭台に火をともし、今回の旅のおお
よそを書き記 た」 （罷遊帰城、頭
譙
鼓声、急遽焼燭、叙其梗概如此）とあり、この旅の記録は家に戻った後すぐに書き上
げられたものらしい。 『西泠 記』はほぼ日ごと 書かれているが 雨や雪 で天候が悪く外出していない時は記録しない日もある。日常と異なる旅の最中にあっても瑣事ではなく、珍しい景色を見たことや、人と会ったことなど非日常 多く書き残そうとし 意識がうかがえる。三．四 　陳仁錫『西湖月観紀』『西湖月観
紀
）（（
（
』は万暦四十一年（一六一三）八月四日から八月二十一日までの記録。作者は陳仁錫（一五八一～一六三六） 。
字は明卿、 号は芝台。長洲（今の江蘇省蘇州） 人。天啓二年に殿試において第三位（探花） 選ばれて進士となった。 『明
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史』巻二百八十八に列伝がある。宦官の魏忠賢と対立して官を退いた。崇禎帝が即位するともとの官に復したが、後に病のため亡くなった。学問を好み、著作も多かった。主な著作に『無夢園集』 、 『四書備考』などがある。また、明代の大旅行家として知られる徐霞客とも親交があった
主な路程は次の通り。八月四日に杭州城の北にある船着き場の松木場（棕毛場）に到着し、おそらく昭慶寺に宿泊する。
五日、慶忌塔など昭慶寺の周りをめぐる。六日、孤山で昼食を食べたあと、南側の雷峰塔などをめぐる。七日、昼は出かけず、深夜昭 寺からほど近い十錦堤（断橋）で月を見る。八日、断橋や保俶塔をめぐる。その後舟で湖上に浮かぶ湖心亭まで行き日の出をみる。八月九日、銭塘門で多くの人 集ま 中「百妓会」を見る。その後城内の鎮海楼から呉山の伍子胥廟に登る。八月十 岳飛廟、蘇堤の三橋のあたりで三 の妓女をみ ける 十一日、杭州城の南にある七宝山、白馬廟をめぐる。十二日、清波門から鳳凰山に向か 、その後梵天寺、勝果寺などをまわる。十三日、夜、月明かり 中を昭慶寺の近く瑪瑙寺、石函橋のあたり 歩く 十四日、友人らと昭慶寺 近くの山に登り月を見る。十五日 銭塘江で逆流を見る。その後明け方まで西湖の周りを歩く。十六日、岳飛廟や蘇 に遊ぶ。十七日、玉泉寺で魚 その後、霊隱寺、天竺寺などをめぐる。十八日、西湖の西南の山中、九渓十八澗を探索する。その後銭塘江沿いの六和塔 経由して 杭州城へ戻る。十九日、夜、西湖南岸の小蓬莱を訪れ、舟で帰る。『西湖月観紀』は「十五月紀」 、 「十六月紀」のように日にち毎に題名が付けられており全体的に整った構成をとっている。また「月観紀」の作品名にふさわしく、天候 影響を受けない限りは毎日必ず月見 描写がある。従って散策はしば ば深夜まで及び、
「初八月紀」小舟で湖心亭に近づくと、明るい太陽が昇ってきた。小艇傍湖心亭杲杲日出。「十五月紀」十二里ほど歩いていると空が明けてきて、遠く煙霞がかすかに海面からあがってきた。
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行十二里天暁、遠煙微出海面。
など、時には夜明けまで続く。遊覧のコースは基本的に西湖を中心とした典型的なものだが、杭州城からやや離れた九渓十八澗を訪れた際には、
「十八月紀」九渓十八澗は銭塘江から離れており、遊覧する者は少なく、昔から詩を詠む者はいない。九渓十八澗僻江干、遊履鮮至古無咏者。
と、この場所の訪れ難いことを強調している。三．五 　浦
祊
『遊明聖湖日記』
『遊明聖湖日
記
）（（
（
』は天啓三年（一六二三）九月十一日から十月二十三日までの日記。作者は浦
祊
。字は君倞。疁水（今の
上海市嘉定）の人。作者についての詳細は待考。
主な路程は次の通り。九月十二日、蘇州の胥江を出発。呉江、醉里（嘉興のこと） 、崇德、塘棲を経て十六日に北新関に
到り、香積寺に遊ぶ。十七日 西湖に到り湖畔の片石居 宿をとる。十九日、孤山をめぐる。二十日、霊隠寺を訪れ、夜は韜光庵に宿を取る。二十四日、船を雇って西湖に遊ぶ。二十九日、宿泊先で妓女の呉二嬢と知り合う。十月二日、呉二嬢と別れの宴を開く。四日、呉二嬢が毘陵（今 江蘇省常州）に帰るのを武林門の外まで見送る。十月十二日、城内で火災がおきる。十月十七日 帰る準備をする。十月二十三日、蘇州の家 着く
旅行期間は一ヶ月以上とかなり長期にわたって杭州に滞在している。遊覧する場所は西湖周辺が中心で、典型的な観光コ
ースをたどっているといえる その中にあっては城内の大火事の様子を目の当たりにしたことや、宿泊先で知り合った妓女の呉二嬢との交流が印象的であ
初四日。呉二嬢が毘陵に帰った。叔父が「呉姫は今日東（毘陵）に帰るそうだ。一緒に城壁の外まで見送りに行こう」
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と言った。城壁の外まで出ると、呉姫はもう船に乗り込んでいて、眉をひそめて惜別の言葉を述べた。涙を流し続ける姿は、梨の花が雨に濡れているかのようで、大変にもの悲しい気分になった。 こで、詩を贈って言っ 「……」 。初四日。呉二嬢還毘陵、叔父曰、呉姫今日東帰 可聯騎出郭相送、及至郭外、而姫已在舟 顰蛾作惜別語、涙淫淫下、若梨花帯雨、能使人憐、因贈以詩云……。
三．六 　馬元調『横山遊記』『横山遊
記
）（（
（
』は崇禎十（一六三七）年四月二十四日から四月二十九日までの日記。作者は馬元調。巻末の清・周文禾の跋
文によると、馬元調、字は巽甫。上海の人で、嘉定（今の上海市嘉定）に寄居した。婁子柔（婁堅）の弟子となり、博学多才で特 古文にたくみだった。著作に『簡堂集』十六巻がある。
主な路程は次の通り。二十四日、西渓の曲水庵に宿をとる。二十五日、六松社から登山をはじめる。二十六日、橫山草堂
まで登り、霞外亭などを散策し挂屐寮に泊まる。二十七日 橫山草堂を出て擁書楼にいたる。二十八日、白龍潭にいたる。二十九日、雨が降り止まない め外に出ることができなかった。『横山遊記』は多くの旅行者が訪れ遊記に書き記してきた西湖やその周辺ではなく、これまで遊記文学の対象となることが少なかった、西湖西方の奥深い山々を舞台としている。作者の馬元調は入 に たっ 、歩いて登ることを選択する。
「入六松社」 「 （旅の同行者）三人は夜明けに起きると、共に次のような計画を立てた。山に登る方法として（轎を雇うよりも）歩いた方がいい。第一に費用の節約になる。第二に行ったり来たり自由にできる。第三に山に登って道に迷うのもまた楽しいものだ。三人黎明起、共策所以、入山者莫如歩宜、一省費、二行止自如、三山 迷路又可喜
遊記作品の作者たちは中長距離を移動する手段として轎を雇うことが多い。平地はもちろん急峻な山であっても轎に乗っ
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て移動することが少なくない。轎を雇うということは轎夫たちは目的地までのルートを知っているわけで、一種のガイドのような役割を果たすことになる。馬元調ら一行は道に迷うかもしれないことも含め未知の山の探索を楽しむことを企図して、徒歩での入山を選択したのである。なお、 『横山遊記』は「宿曲水庵」 「入六松社」など篇名が立 られているが、必ず も一篇が一日とはなっていない。
四 　旅の諸相
四．一 　旅の目的
ここでは日記体遊記の作者がどのような目的や理由があって旅をしたのかを見ていきたい。日記体遊記では、旅の期日や
目的地、あるいは動機、目的などの概略が冒頭部分に序のような形で書かれていることが多い。一五六六年 　嘉靖 十五年 　王穉登『客越志』
年は丙寅（一五六六年）五月、私は相国袁公の葬儀にでるために、十二日壬寅に旅の準備をした。歳丙寅五月、余方有事於故相国袁公之葬、以十二日壬寅治装。
一五九〇年 　万暦十八年 　高攀龍『武林遊記』
庚寅（万暦十八年）八 私はある用事があって嘉興湖州のあたりを遊歴することになった。また武林（杭州）もゆっくりと足をのばせる所にある。幼い時に長老たちが杭州の 山 景勝について語っていたのを聞いていた で、この機会に旅に出ようと計画した。同行者は楊益卿君と兪汝定君である。
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庚寅八月、余以事遊嘉湖間、而武林在杖履中矣。幼時聞長者談其湖山之勝、至此遂擬遊焉。以朔日行。同行者楊君益卿、兪君汝定也。
一六二三年 　天啓三年 　浦
祊
『遊明聖湖日記』
私は幼い頃人々が臨安（杭州）の景勝について話しているのを聞いて、行ってみたいと思わないことはなかった。万暦四十二年、私は二十歳になったばかりの時、三ヶ月分の旅行準備 して旅に こうとする計画をたてた。それ以来十一年、夢がようやくかなうことになった。余稚 聞人談臨安之勝、未嘗不神躍欲往。萬暦癸丑 余始弱冠、即欲裹三月糧作暢遊計。邇来十有一年、時結夢想。
一六三七年 　崇禎十年 　馬元調『横山遊記』
武林（杭州）は私が昔旅したところではあるが、横山という所があるとは聞いたことがなかった。今年の春 またま西湖にやってきて、ある日陸 文といろ ろ話をした。……（そこに）私が会ったことのない人が六七人いた。陸夢文がいうには「皆さんこの近くの人です、ただ一人江道闇邦玉君は黄山（西湖の西北にある山。横山は更にその奥） 奥深い所にもう数年住んでいます」とのことだった。……のち 張幼青に（横山のことを） ずねてみると、張幼青は「ここは私の友達の江邦玉が切り開いた所なのですが、いままで時間が無くて足を向けるこ ができず、残念に思 ていたのです」と答えた。私はここ はじめてこ 山はき と特別 所なのだろう 思った。だ 道 遠く、またどこ ら山に入って良いのか分からなか たので 一人では行きがたかった。顧超士に相談してみると、 「私の婚家 江邦玉夫婦が、ここ 隠棲して数年になります。 は我が杭州 武陵源や天台山 す。あなたは是非とも行ってみるべきです」 のことだった。私は思 も けない偶然に喜び、三日後に一緒にでかける約束をした。時に四月二十二日である。
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武林余所旧遊、未聞有横山焉者。今年春偶来湖上、一日夢文陸子歴叙……余所未見者六七人、……夢文謂「諸子近耳、独江道闇邦玉在黄山深所数年」 。……後以問幼青張子 張幼青曰、 「此我友邦玉開闢、未暇投足其間、以為恨。 」余始意茲山固当有異。但苦途遠、又不知所従入、勢難独遊。商之顧超士曰、 「吾婚家江邦玉夫婦、偕隠於此数年矣、此吾杭武陵源天台路、子真不可不一往……。 余喜出意外、訂三日後同入、時四月二十二日也。
ここにあげた明代の日記体遊記の中では初期のものになる『客越志略』では王穉登は旅の目的を、前年（万暦四十四年）
に亡くなった大官袁煒の弔問のためとしている。袁煒は王穉登が北京にいたときに世話になり恩を受けた人物であるので、弔問が大き 目的の一つであることに疑いはな 。ただ、 『客越志』全体を見る 袁煒の家居は杭州 越え 先の慈渓県にあるが、先に慈渓に向かうわけでもなく杭州での遊覧に日数を費やしている。また慈渓滞在 後はさらにその先にある寧波まで足をのばしている。こうした旅程から実際には弔問だけでなく観光も重要な旅の目的であったと考え れる。『客越志』より後の時代に書かれた高攀龍『武林遊記』および浦
祊
『遊明聖湖日記』は、杭州の景勝の素晴らしさを幼い
頃からずっと聞いていて、実際 杭州を見ることを目的として旅に出るとはっきり表明している点 『客越志』と異な純粋な観光のための旅であると言えるだろ 。とくに『遊明聖湖日記』の冒頭部分からは浦
祊
の積年の願いが遂にかなった
嬉しさがよく表れている。ただ浦
祊
の場合、理由は不明だが杭州への旅が実現するまでに二十歳から数えても十年程度たっ
ている。明代、旅行者が増えてきたとは っても、誰もが気軽に泊まりがけの旅に出られるわけでは いことがうかがえる。
馬元調『横山遊記』も景勝地への探索を旅の目的としている。おそらくすでに何度か杭州を訪れている馬元調は偶然聞き
知った横山という山に興味を持つ。知人らに尋ねて回 とで少しずつ情報を得て行き、実際に横山を探索す 西湖とその周辺はこの頃すでに多くの人々が訪れており、様々な形で遊記も書かれていた。馬元調は地元の人ですら訪れることがまれで、従って遊記が書かれる機会も少なかった横山を遊記作品の対象として選んだのである。
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四．二 　旅の準備
明代、旅行者の増加にともない彼らに情報を提供するための様々な形態の書物が編纂され刊刻されていった。その一つ
が「路程
書
）（（
（
」といわれる都市間の交通案内や商業情報が乗せられた旅行案内書である。一ルートの路程を紹介するものから、
全国の交通路を網羅するもの、交通以外の多種多用な情報を付加するものなど、様々な形態の路程書が民間の書肆から出版されていた。他に各地の名勝旧跡を個別かつ専門的に解説する地理書も編纂されるように った。ここでは、旅行者がこれら旅行のため 地理書 ど ように手に入れ活用していたのかを見ていきたい。
交易を目的とした朝貢使節の一員として二度にわたって入明した策彦周良が日本へ持ち帰った書籍のなかに嘉靖十四年
（一五三五）に刊刻された『図相南北両京路程』という路程書がある。各頁の上部に図版、下部に文章を載せる上図下文の形式で、杭州から北京に至るまでの交通路について説明を加えている。刊記に「嘉靖乙未孟冬 　游氏親賢堂刊」とあり出版地は不明 あるが、杭州を出発地点としていることからも、杭州と強 関わりのあ 人物の手によって書かれたことは間違いないだろ
う
）（（
（
。策彦が北京進貢の途上、おそらくは杭州において旅の参考にするために購入したものと考えられる。 『図相
南北両京路程』は、たとえば隆慶四年（一五七〇）に出た『一統路程図記』が全国の交通ルートを網羅しているのと比べると一ルートだけの単純な形式である。南宋について 記事ではあるが これらの路程書が旅行者の支持 得て た様子が元・李有の『古杭雑記 からうか える。
駅（浙江駅）の道中に白塔橋があり、 『朝京里程図』を印刷して売っていた。士大夫で臨安（杭州）へ行くものは必ず買って読んでいた。ある人が壁に題していった「白塔橋の近くに地理案内書が売っていて、あちこちの駅亭についてっきりと分かる。どうしてただ臨安の交通路のことばかり述べて、中原までどれだけの路程があるか論じてくれないのだろうか。 」駅路有白塔橋、印売「朝京里程図」 。士大夫往臨安、必買以披閱。有人題於壁曰「白塔橋辺 地経、長亭短駅甚分明。
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如何祇説臨安路、不較中原有幾程。 」
この詩の主題は中原の地を金朝やモンゴルに抑えられたまま回復できない、南宋の情況を風刺したものであろう。白塔橋は杭州城 すぐ南、銭塘江沿いに位置する。銭塘江は対岸の西興からは紹興や寧波に通じ、上流へも富春から浙江省の各地へ水路が通じており、各地からやって来る旅人の通過点となっていた。この記事からは 時代に路程情報が載せられている「地経」が印刷して売られていたこと、その記述は中国全土を網羅していないことを読み取る事ができる。なお『事林広記』乙集巻二「朝京駅程」は元代の路程情報を載せたものとして知 ているが、こちらは臨安府（杭州）余杭門から燕京（大都）までの一ルートを載せてい
る
）（（
（
。時代の推移に従って路程情報が更新されている様子がうかがえる。
杭州に関しては西湖の情報に特化して書かれた地志『西湖遊覧志』二十四巻及び『西湖遊覧志餘』二十六巻が嘉靖二十六
年（一五四七）に刊行された。作者は田汝成、字は叔禾 いい、杭州 人。嘉靖五年（一五二六）に進士となった。西湖とその周辺の名勝旧跡 ついての歴史や地理情報がまとめられた一種 ガイドブックとなっ 。『西湖遊覧志』の内容はおおよそ次のようになっている。 　①巻一「西湖総叙」 （西湖についての総説） 　②巻二「孤山三堤勝蹟」 （西湖遊覧の中心となる島、孤山と西湖に架かる三つ 堤、蘇公堤・趙公堤・楊公堤に関す 記述） 　③巻三から巻七「南山勝蹟」湖の周囲を南北に分けた南側、 「南山」について 紹介） 　④巻八から巻十一「北山勝蹟」 （湖の北側、 「北山」についての紹介） 　⑤巻十二「南山城内勝蹟」 （呉山など城内にある山 中心とする紹介） 　⑥巻十三から巻十八「南山分脈城内勝蹟」 （杭州城内の北側 紹介） 　⑦巻十九 分脈城外勝蹟」 （杭州城 南 銭塘江に到るまでの紹介 ⑧二十から二十一 北 分脈城内勝蹟」 （杭州城内の の紹介） 　⑨巻二十二か 二十三「北山分脈城外勝蹟」 （杭州城の北から北新関の辺りまでの紹介） 　⑩「浙江勝蹟」 （杭州城 南を流れる大河 に関する紹介） 　　後世にあたえた影響は大きく、この区分の仕方は基本的に現代の観光ガイドブックにも踏襲さ ている。 た、 『西湖遊覧志餘』の方は歴史上の逸話や伝説 物産や風俗 など事柄を分類してま められている。
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日記体遊記からも実際に何らかの旅行案内書が旅の参考のために使われたことが分かる。王穉登は「客越志略」の冒頭部
分で、はじめて杭州へ向けて旅すること、そのための準備をはじめたことを次のように記す、
年は丙寅（一五六六年）の五月……十二日壬寅。 （杭州への）旅の準備をした。私は南へ行くための道順を知らなかったので、書店で地理書を買い求め箱の中にしまった また、友人 管建初に共に行くよう求めた。建初はかつて禹穴（紹興にある禹の墳墓）をたずねたことがあり、私に両浙の山川の有様を語ってくれたが、手のひらを指すように明確だった。そこ 彼を連れて行くこととした。歳丙寅五月……十二日壬 治装。余未識南行道里、既従書肆買図経載簏中、又要友人管建初同行 建初昔歳曽探禹穴、為余談両浙山川曲折、若在掌上、故遂挟之行。
「図
経
）（（
（
」という言葉からは北宋『呉郡図経続記』のような図と文を兼備した地方志（方志）を思い浮かべるが具体的な書名
は分からない。路程書は小型で携帯に便利だが、地方志は比較的大部の書籍であり持ち運ぶには不便かもしれない。また王穉登 「図経」だけでは不安であったのか、旅行経験のある友人に同行を求める。私的な旅行の場合、まずは目的地へ向けてどのような道順を選ぶのかが問題となる。このように旅慣れない場合には単独での旅行はせず親族や友人など旅程情報を持っ いる人物と連れだって出発するこ が多い。明・王立道「遊西湖日月記」でも、
嘉靖辛丑十四日、熊叔易、唐応徳がや てくる。常州から紹興の亡友を弔いに行こうとしているのだという。私は長らく西湖へ行こうという約束があったので、そこで彼らの舟について行くことにした。嘉靖辛丑十月四日、熊叔易、唐応徳至。自常州将往紹興吊其亡友。余久有西湖之約、遂附其舟行。
と、紹興へ向かう友人たち 船に同乗して杭州へと向かってい 紹興へ向かう際は路程上必ず杭州を通過する である。ここで王穉登は旅をするために必要な本と人と う二つの要素をそろえてから出発してい 。そして数日後 杭州に到着すると書物の知識が実際の場所と適合するこ なる。
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十七日……武林門から入城する。風景はおおよそ両都（北京・南京）のようであった。人家の門外にあるのはいずれも冬青樹（ナナミノキ）であった。杭州志を読んで「洪武年間、都指揮の徐司馬が植えたものである。 」とあったのを思い出した。今手を組み合わせたかのように向かい合っているのは きっと当時植えたものなのであろう 青々とした木々が列なり屋根瓦も緑で覆われ、まるで山野の人家にかかる青みがかった霞のようである。人々は樹木の中を行けば、太陽 見ることもない。十七日……従武林門入、風景大略似両都。人家門外悉是冬青樹、憶読杭州志云「洪武間、都指揮徐司馬所栽」 。今有如拱者、当猶是其旧植、蒼翠鱗鱗、屋瓦尽碧、略如山家青靄、人従樹裏行、不見赤日。
杭州城の北にある武林門から入城した王穉登は、冬青樹が両手を組み合わせたかのように高く街路を覆っているのを目にする。それが読んだことのある本の記憶から今から二百年近く前に植えられたものではないかと考える。 「杭州志」にあるという洪武年間に徐司馬が冬青樹を植えたという記述は『成化杭州府
志
）（（
（
』に見える。その他、嘉靖二十六年（一五四七）に
『西湖遊覧志』と同時に刊刻された田汝成『西湖遊覧志
餘
）（（
（
』にも見られる。ここでは、地方志の「杭州府志」を王穉登が事
前に読んで た可能性も考えられ 。だが仮に「図経」 （地理書）と「杭州志」 （杭州についての地理書）が同一のものを指すのであるならば、王穉登が旅した二十年ほど前 出 ば りの『西湖遊覧志』 『西湖遊覧志餘』は、彼が現地への旅に携帯した本の有力 候補と言えるのではないだろうか。
五．おわりに
これまで見てきたように、唐代にはじまる日記体の遊記作品は宋代以降数を増し、 『入蜀記』や『呉船録』の登場によっ
て文学作品として鑑賞の対象となってくる。杭州において 元代に『客杭日記』という大部の日記があるが、明末に到ると
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様々な種類の日記体遊記が出現するようになる。李翺の『来南録』以来、日記体遊記の形式については大きくは変わらないと言って良いだろう。まず日付があり、次に場合によっては天気があり、出発地点からの行程がかかれ、特に移動中であれば最後に到達した宿泊地点が記される。
しかしながら明末の日記体遊記とそれ以前のものとでは旅の目的が大きく異なる。明代以前の作品に見られる旅は、ほぼ
すべてが官命などのほか広い意味での仕事によるものであった。つまり赴任先へたどり着くことが目的であり、旅そのものは目的のための手段となる。それに対して本論の中で見てきた明人の日記体遊記は基本的に旅をすることが目的であり、旅をすることについて何らか 理由やきっかけをもつようになってくるのである。また、陳仁錫『西湖月観紀』 九渓十八澗に関する記述や馬元調『横山遊記』 どは、他の人があまり足を運ばない西湖以外の場所を訪れたこと 特筆している。これは明代に到 まで多くの人が西湖を訪れ、西湖を中心とした遊記が数多 書き綴られ き ことの裏返しと見 もきるだろう。
今回の論文では日記体遊記の概略の検討 中心となり、旅人の移動手段や宿泊地の選定などの問題について検討できなか
った。こうした旅の諸相については、稿を改めて論じてい たい。
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西湖
図
）（（
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論文中で言及した杭州に関わる日記及び日記体遊記
朝代 西暦 年号 書名 撰者 杭州滞在の日時等
唐 808 仁和 4 来南録 李翺 2月戊子～癸巳（3日間）
南宋 1170 乾道 6 入蜀記 陸游 閏 5月 20日～ 6月 1日
元 1308 至大 1 客杭日記 郭畀 9 月 1日～ 11月 4日
明
1538
1540
嘉靖 17
嘉靖 19
策彦入明記 日本・策彦周良 10月 28日～ 11月 3日など
明 1566 嘉靖 45 客越志略 王穉登
5 月 17 日 ～ 5 月 24 日・6 月
11日、12日
明 1587 万暦 15 快雪堂日記 馮夢禎
1587 年から 1605 年まで杭州
を中心とした日記
明 1590 万暦 18 武林遊記 高攀龍 8月 11日～ 8月 19日
明 1592 万暦 20 西泠遊記 王紹伝 10月 12日～ 11月 4日
明 1609 万暦 37 味水軒日記 李日華
1609 年から 1616 年までの日
記の中で 15回杭州を訪れる
明 1613 万暦 41 西湖月観紀 陳仁錫 8月 4日～ 8月 21日
明 1623 天啓 3 遊明聖湖日記 浦祊 9 月 11 日～ 10月 23日
明 1636 崇禎 9 徐霞客遊記 徐霞客 9月 19日～ 10月 16日
明 1637 崇禎 10 横山遊記 馬元調 4月 24日～ 4月 28日
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注（１）西湖を中心とした遊記をまとめたものに曹文趣等選注『西湖游記選』 （浙江人民出版社、一九八二 　西湖文芸叢書） 、浙江省全体の遊記については曹文趣等選
注『両浙遊記選』 （浙江古籍出版社、一九八七）がある。また、中国全土の遊記をまとめたものに労亦安『古今遊記叢鈔』 （台湾中華書局、一九六一） 、倪志雲等主編『中国歴代遊記精華全編』 （河北教育出版社、一九九六）などがある。
（２）たとえば、清代に編纂された『古今図書集成』方輿彙編 　坤輿典「市肆部」においても杭州についての記事はいずれも南宋時代のものである。（３）問題点としては作者の思い違い、実際には行っていない場所であっても行ったものとして書くことなどを挙げることができるだろう。（４）玉井幸助『日記文学概説』 （目黒書店、一九四五）（５）陳左高『中国日記史略』 （上海翻訳出版公司、一九九〇）（６）陳左高『中国日記史略』 （上海翻訳出版公司 九〇（７）丁丙『武林掌故叢編』 （台湾国風出版社、一九六七 　用光緒九年八月嘉惠堂丁氏刊本景印） 。なお、 「武林」は杭州の雅名。（８）丁丙『武林坊巷志』 （浙江人民出版社、一九九〇）（９）王国平主編 西湖文献集成 杭州出版社、二〇〇四）（
10）大室幹雄『西湖案内
―
中国庭園論序説』 （岩波書店、一九八五 　旅とトポスの精神史）
（
11）張建融『杭州旅游史』 （中国社会科学出版社、二〇一一 　杭州歴史文化研究叢書）
（
12）魏向東『晩明旅遊地理研究 一五六七
―
一六四四）
―
以江南地区為中心』 （天津古籍出版社、二〇一一 　呉文化研究叢書）
（
13）南北朝時代の遊記文学については、小尾郊一『中国文学に現われた自然と自然観
―
中世文学を中心に
―
』 （岩波書店、一九六二）に詳しい。
（
14）陳左高『歴代日記叢談』序文。
（
15） 『後漢書』 「祭祀志」の劉昭注が引く応劭『漢官儀』所引。
（
16）たとえば、棟方徳「袁中郎の 記について
―
蘇州・杭州の時期を中心に
―
」 （ 『二松』七、一九九三）では次のようにまとめられている。 「南宋に入ってからも
多くの文人によって遊記は書かれているが、注目されるのは、日記体による遊記の出現である。たとえば 陸游（一一二五
―
一二一〇）の『入蜀記』や范成
大（一一二六
―
一一九三）の『呉船録』 『攬轡録』 『驂鸞録』などの旅行記は、道中の山水や土地の人情・民謡などが書き込まれた遊記どもある。この形式の
文は、すでに唐代の李
翱
（七七二
―
八四一）が『来南録』で試みているが、文は短く内容も簡潔である。日記的遊記の完成はやはり陸游と范成大であると言
ってよい。 」
（
17）陸游著 　岩城秀夫訳 入蜀記 （平凡社、一九八六 　東洋文庫四六三）
（
18）陳左高『中国日記史略』第二章第三節「元代日記的衰落」 。
（
19）テキストは『知不足斎叢書』 （興中書局、一九六四 　影印）を用いた。
（
20）テキストは、愛宕松男訳注『東方見聞録』二（平凡社、一九七一 　東洋文庫一八三）を用いた。
（
21）牧田諦亮『策彦入明記の研究』上下（方蔵館、一九五五）参照。
（
22）植松宏之「杭州・西湖への旅のかたち
―
明代の日記を中心に
―
」 （ 『東アジアにおける都市文化
―
都市・メディア・東アジア
―
』明徳出版社、二〇一七）参照。
（
23） 『武林掌故叢編』第四集（ 風出版社本 　第二冊所収）
（
24）金文京「明代万暦年間の山人活動」 （ 洋史研究 六十 （二） 、二〇〇二）
（
25）井上充幸「明末の文人李日華の趣味生活『味水軒日記』を中心に」 （東洋史 』五十九（ ） 、二〇〇〇）
（
26） 『武林掌故叢編』第十六集（国風出版社本 　第八冊所収）
（
27） 『武林掌故叢編』第二十二集（国風出版社本 　第十一冊所収
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（
28）李釗、莫少銀「三朝碩士 　一代名臣
―
据《天池草》略考王弘誨生平事迹」 （ 『芒種』五〇三、二〇一六）参照。
（
29） 『武林掌故叢編』第七集（国風出版社本 　第四冊所収）
（
30） 『武林掌故叢編』第四集（国風出版社本 　第二冊所収）
（
31） 『武林掌故叢編』第七集（国風出版社本 　第四冊所収）
（
32）路程書については谷井俊仁 路程初の時代」 （ 『明末清初の社会と文化』京都大学人文科学研究所、一九九六）参照。
（
33）たとえば、天啓六年（一六二六）に出た程春宇撰輯「士商類要」は路程の説明が徽州府起点から始まっている。撰者の程春宇は徽州商人を輩出した地として
名高い新安の人であり、この本も同地で出版されたためと考えられる。ただし、 「士商類要」は全土の路程を網羅したもので、杭州
―
北京間のルートのみを載
せる『図相南北両京路程』とは違いがある。
（
34）ただし谷井俊仁は 事 広記』のルートは元代のものではなく、北宋時代 ものであろうとする。 　谷井俊仁前掲論文参照。
（
35） 「図経」という言葉の詩文への引用については、田中正樹「中国における風景認識の展開と「図経」 」 （ 『東アジアにおける都市文化
―
都市・メディア・東アジ
ア』明徳出版社、二〇一七）を参照。
（
36） 『杭州府志』 （成文出版社 　據民国十一年鉛印本景印 　 方志叢書）巻七十八「物産一」に「冬青 　洪武中、浙江都司徐司馬、令郡城人家植冬青樹。数年後、
街市緑陰匝地。 （双行注：成化志） 」とある。
（
37） 『西湖遊覧志餘』 （上海古籍出版社、一九九八 　《西湖文献》叢書）巻二十一「委巷叢談」に「洪武中、浙江都司徐司馬、令郡城人家植冬青樹于門、数年後、街
市緑陰匝地。 」とある。なお、田汝成の序文によるならば『西湖遊覧志』以前には西湖を主題とする地志はなかったという。 　『西湖遊覧志』 （上海古籍出版社、一八八〇 　中国文学参考資料叢書）西湖遊覧志叙「海内名山、率皆有志、而西湖独無、詎非闕典」 。
（
38） 『西湖図』は『西湖十景（明清版画 』 （上海人民出版社美術出版社、一九七九）より引用した。

